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個の正方形が右図のように配置されている。

赤，青，黄の面積がそれぞれ ， ， のとき，

緑の面積を求めよ。

　必要な定理を整理しておきます。

　（四角形内の 個の直角二等辺三角形に関する定理）

　　　　四角形 の内部に点 ， をとり，△ ，△ ，△ が

　　　　直角二等辺三角形になるとき，△ も直角二等辺三角形になる。

　対角線の交点を とする。

△ と△ について， ＝ 　…①　 ＝ 　…②

＝ ＋ ＝ 　…③

①，②，③より， 辺とその間の角がそれぞれ等しいから，△ △

＝ 　…④

また， ＝ より，△ は△ を 中心に 回転させたもので

あるから， 　…⑤

次に， ＝ （＝ ）であるから，円周角の定理の逆により，

四角形 は円に内接する。

＝ ＝ （円周角）＝ 　…⑥

△ と△ について，④より， ＝ 　…⑦　 ＝ 　…⑧

⑦，⑧，⑥より， 辺とその間の角がそれぞれ等しいから，△ △

＝ 　…⑨

また，⑤より，△ は△ を 中心に 回転させたものであるから，

＝ 　…⑩

よって，⑨，⑩より△ は直角二等辺三角形となる。　

　正方形 ， の共有点が だけのとき，△ ＝△ である。

　△ を 中心に だけ回転させ，

△ をつくると（右図）， は の

中点となるから，

△ ＝△ ＝△ 　

（別証）△ と△ は 辺が等しく，その

辺のなす角の正弦の値が等しいから面積は等しい。

第 回追加問題（正方形 個問題）
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　面積が ， ， ， である正方形が次の図のように

　　　　配置されているとき， である。

　 つの向かい合う三角形の角に，図のように記号を付け，

余弦定理を適用する。

であるから，

＝ ， ＝

この 式を辺々加えると， 　

　△ の外側に各辺を 辺に持つ正方形 ， ，

　　　　 をつくり，さらに外側に正方形 ， を

　　　　つくると， ＝ （＝ ）

　△ ＝ とおくと，△ ＝△ ＝

である。（ 定理 ）

△ について， を底辺としたときの高さを

とすると， より，

同様に，△ ＝△ ＝ であるから，△

について， を底辺としたときの高さを とする

と， より， （ ）

次に， ， から に下した垂線の足をそれぞれ ， とおく。

△ に三平方の定理を適用すると，定理 と ＝ より，

＝ ＝ ＝ ＝

同様に， ＝ ＝ ＝

したがって， ＝ ＝ ＋ ＋ ＝ 　

　図のように記号を付ける。

定理 より， ＝ 赤＋黄－青＝ ＝

同様に， ＝ 青＋黄－赤＝ ＝

　　　　 ＝ ＋黄－赤＝ ＝

新たに正方形 をつくり， を求める。

定理 より，黄の 辺の 倍が正方形 の 辺であるから，

＝ 黄＝

定理 より， ＝ ＋ － ＝ ＝

定理 により四角形 について，△ ，△ ，△ は

直角二等辺三角形であるから，△ も直角二等辺三角形となる。

＝ であるから，

緑＝ ＝ ＝ 　
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の中学生レベルの証明

　図のように記号を付ける。

△ を を中心に が に重なるように回転させたとき，

が に移動したとする。（ は に移動する。）

＝ ＝ で， ＋ ＝ より，

＝ ＋ ＝ ＋ ＝ より，

は線分 の中点となる。

したがって，△ ＝△ ＝△ より， ＝ 　…①

直角三角形 と について，

＝ と①より，△ △ であるから， ＝ 　…②

△ に三平方の定理を適用して，

赤＝ ＋ ＝黄－ ＋ ＝黄＋ ＋ －

　＝黄＋ － ＝黄＋青－ 　…③

△ に三平方の定理を適用して，

緑＝ ＋ ＝黄－ ＋ ＝黄＋ － ＋

　＝黄＋ ＋ ＝黄＋青＋ ＝黄＋青＋ 　…④

（ ②と ＝ より）

よって，③，④を辺々加えると，赤＋緑＝ 黄＋青　

の証明に出てくる ＝ の中 レベルの証明

　△ の頂点 から に下した垂線の足を とし， ＝ ， ＝ とくと， ＝

△ ，△ に三平方の定理を適用すると， 　…①， 　…②

①－②を辺々計算すると， 　 ＝

これを①に代入すると， ＝ 　…③

であるから，

　これに③を代入すると， ＝ 　

（ 　ジョーカー）
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